
地域と連携して授
業をするメリットって
何ですか？ 

福祉教育・ボランティア学習

児童生徒が暮らす地域社会からさまざまなことを学び成長する教育活動のひと
つとして、福祉教育・ボランティア学習があります。

このリーフレットは、そういった学習を学校と地域が協働して「つくる」という
視点を大切にして　まとめたものです。
各区市町村にある社会福祉協議会やボランティアセンター等を通じて地域に存
在する団体や個人とつながりながら、福祉教育・ボランティア学習をすすめてみ
ませんか？

さらに、学校と地域がつながる活動事例や考え方のヒントになる情報はこちら
のQRコードから参照してください。

児童生徒が日々暮らし・成長していくまち（＝地域）には
さまざまな人が生活しています。学校や家庭だけでは出会
うことのできない人たちを知り、ともにすごす体験からの
気づきを通じて児童生徒が新しい成長の姿を見せてくれる
かもしれません。

社会福祉協議会
（社協）って
何ですか？

社会福祉法に基づきすべての区市町村・都道府県に設置されて
いる、非営利の民間組織です。地域に暮らすみなさんのほか、
民生委員・児童委員、社会福祉施設などさまざまな人材や社会
資源とのつながりがあり、児童生徒の学びに合わせた地域のつ
なぎ役を担うことができます。

ボランティアセンター
（ボラセン）、市民活動
センターって何ですか？

ボランティアの紹介や活動の相談、情報提供を行い人と
人・活動と地域をつなぐ役割を担っています。社会福祉
協議会がボランティア・市民活動センターを運営をして
いる場合も多いですが、NPO法人や行政など非営利団
体によって運営されていることもあります。

社協やボラセンっ
てどんなことがで
きますか？

例えば、車いす体験や高齢者疑似体験の機材を貸し出し
たり、福祉教育のための講師の相談や、ボランティア活
動の相談ができます。各センターによって貸し出し物品
には違いがあります。お問い合わせください。

地域で暮らしている
方を授業に呼びた
いのですが、どんなと
ころがありますか？

ボランティアグループ・ＮＰＯ・障害の当事者団体・民
生児童委員・福祉施設など地域にはさまざまな方々が
います。社協やボラセンのつながりからご紹介できる
場合もあります。

児童生徒が学校内に
限らず地域で活動で
きる場を探しているの
ですが、どんなところ
がありますか？

体験を受け入れている福祉施設などのほか、地域で開催される
さまざまなイベントなど（地域のお祭り、子育て広場、国際交
流、高齢者の集まる場、スポーツ大会など）があるかもしれま
せん。ご相談ください。

授業づくりの相談
もできますか？ 社協やボラセンと学校が、一緒に考えて一緒につくる取り組みの

例を裏面に紹介していますので、ぜひ参考にしてみてください。

福祉教育
・ボランティア学習ご相談Q＆A
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